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広　報

笠置町・和束町・南山城村、３町村をつなぐ広報紙

特　　集

・茶畑の京都府文化的景観選定

・「和束町・南山城村のお茶」

表紙写真：南山城村　高尾　荒掘地区



ふるさとの『茶』を守り育てよう！
　〜京都府文化的景観に選定〜

京都府文化的景観に選定されている
「和束町の宇治茶の茶畑景観」

　和束町内に広がる茶畑は、
起伏に富んだ地形を大きく
改変することなく巧みに利
用しています。それゆえに、
古墳や古道、さらには石仏
などの歴史的遺産を含み込
んだ茶畑は、京都府文化的
景観に選定されています。

（選定日：平成 20 年３月 21 日）
　紺碧の空と茶樹の緑との調和、朝霧が包み込む山腹を途切れ
ることなく続く畝筋など、四季に合わせて表情を変える和束町
の茶畑景観もまた、「宇治茶の郷 和束の茶畑」として京都府
景観資産第１号に選ばれています。（登録日：平成 20 年１月 24 日）

　このほど「南山城村の宇治茶生産景観－山なりの茶畑と山裾の農家」が、京都府文化財保護条例に基づく文化的景観
として村内の６地区、約 50 ヘクタールの茶畑を対象に選定されました。（選定日：平成 27 年 3 月 24 日）
　明治以降に需要が高まった煎茶生産のために山間部が開拓され、山稜から斜面に茶畑が広がり、裾部に家屋や水田が
位置する独特の茶畑景観が形成されました。
　また、乗用型の茶摘採機で効率的に茶葉を摘むことができ、晩霜害を抑える植栽方法である「縦畝」も村の茶畑を代
表する風景となっています。
　こうした南山城村の宇治茶生産の景観は、山なり茶畑と山裾の農家や水田が対をなす特有の景観地であり、近世以降
の宇治茶生産の歴史と村の風土が織りなしてきた文化的景観であることが評価され選定されたものです。
　今後、生産者の高齢化や後継者不足から耕作放棄地が拡大して茶畑間の景観的連続性が分断されることが懸念されま
す。この選定を契機に、生産者や茶業関係団体・住民・行政が協働で対策を模索し、営農の継続によって宇治茶生産の
景観が維持されて行くことが望まれています。
　南山城村では茶業振興対策協議会の提案による『宇治茶の主産地・南山城村～大空へ向かって駆け上がる茶畑景観～』
が平成 27 年１月 22 日に京都府景観資産に登録されています。

京都府選定文化的景観とは？
◆平成 19 年に府文化財保護条例を一部改正して京都

府の特色ある文化的景観保護のために創出された新
たな制度です。府景観条例（府景観資産の登録制度）
と連携した選定方法が特色です。

◆文化的景観とは「地域における人々の生活又は生業
及び当該地域の風土により形成された景観地で我が
国民生活又は生業を理解するため欠くことのできな
いもの」と規定されています。（文化財保護法）

◆生活や生業に根ざした景観は、日頃はその価値や良
さに気付きにくいものです。

　府選定文化的景観は、そのような価値を評価し、様々
な制度を活用することで、良好な景観が次世代へと
継承されてゆくことをめざします｡

◆これまで久美浜湾のカキの養殖景観など農林水産業
に関わる景観地や地域の生業や風土、歴史に根ざし
た景観地が９件選定されています。

▶童仙房　長野地区

▶田山　打越地区

▶高尾　白石・中谷地区

▶田山　ツルギ地区

▶高尾　荒掘地区

▶今山・七尾鳥地区

2



特　集

和束茶葉を使った
「お茶のマスタード」

　和束町雇用促進協議会は和束茶葉を使った
マスタードを開発しました。

　神戸のからし専門メーカーと京都の有名ホテルの
協力を得て魚料理に合う「煎茶」と、肉料理に合う「ほ

うじ茶」の２種類のマスタードが作成され、昨年 10 月の
厚生労働省主催のコンテストで１位を獲得しました。今
後は製品化を目指すため、企業から販売先を募ります。

問合せ　和束町雇用促進協議会
　　　　　☎０７７４－７８－４１８１

和　宝
　『和宝』は、和束中学校の生徒が

地元茶農家の畑を借りて作っているお茶で
す。全校生徒で摘み取った茶葉は、ほっとする

優しい香りのお茶になると評判です。

　和中茶摘み祭りのお知らせ

　茶源郷和束の地でお茶摘みをする。
そんな土曜日はいかがですか？

日　時　５月９日（土）
　　　　午前９時～午前 11 時 30 分

場　所　和束中学校茶畑
問合せ　和束中学校

　　　和中茶摘み祭り実行委員会
☎０７７４－７８－２０１２

和束町のお茶の接待文化
　「ごめんください」とお伺いすると、玄関のあがり
口に招いてくださり、「ようお越し、まぁお茶でも一
杯飲んで」と迎えてくださる和束のみなさん。そこに
はたいてい、煎茶道のように、急須と湯呑、茶筒、な
どがセットされていて、談笑しながら亭主自らが慣れ
た手つきで、自慢の和束茶を丁寧に淹れてくださいま
す。少し黄金色がかったそれを口に含むと、たちまち
香りが鼻に抜け、爽やかな渋味と柔らかな甘みが喉を
通過してもなお、その余韻をしばらく楽しめます。話
が進む間にも注がれる、２煎目３煎目の味の移ろいも
また、和束茶の奥深さを教えてくれます。何より、丹
精込めて作った茶でお客さんをもてなすという、すば
らしい「接待の文化」がみなさん
の家でちゃんと息づいていること
に驚くとともに、とても尊いこと
だと思います。お客さんの一人と
して、いつも心を温めてくれる一
杯はとてもありがたいものです。

お茶をおいしく入れるには
・軟水を使うこと。水道水はまずやかんで沸騰
　させ、３分から５分そのままにしてカルキ臭
　を取ります。
・お湯の温度が低い方が、アミノ酸が多く渋味・
　苦味は少なく、うまみが強く感じられます。
　玉露なら約 40 ～ 60℃、煎茶なら約 70 ～　80℃。
・抽出時間は、お湯の温度が低いほど茶葉がお
　湯を吸って薄緑色に変化し、茶葉に含まれる
　成分が抽出されるまで時間がかかります。
・茶葉の量は好みがあり定めにくく、自分の好
　みの量をみつけてください。玉露・煎茶とも
　２～３人前なら、約大さじ山盛り２杯（10 ｇ）。
　　お茶はデリケートな性質を持っていて、気温
　や湿度、日光などで成分が変わり、味や香りが
　落ちます。新鮮なうちに使い切ってください。
　湿度を防ぐために機密性の高い容器に入れ、
　涼しい場所に保存しましょう。

お茶の成分・効能
◦アミノ酸　　　　お茶の旨味成分、中でもテアニンが多く含まれている。脳神経の働きを活発にします。
◦カテキン　　　　渋み成分、タンニンともいわれる。殺菌作用や整腸作用があり、食中毒を防いだり、生活習慣
　　　　　　　　　病予防に効果があります。
◦カフェイン　　　利尿作用や気分をリフレッシュされる効果があります。
◦フラボノイド　　口臭予防になります。
◦ミネラル　　　　カリウム、カルシウムなどのミネラルは新陳代謝を活発にし、
　　　　　　　　　フッ素は虫歯予防になります。
◦ビタミンＡ　　　肌に水分を与え、呼吸、消化器官を丈夫にします。
◦ビタミンＣ　　　疲労回復やかぜ予防の他、肌を白くするなどの働きがあります。
◦ビタミンＥ　　　老化予防。
◦ビタミンＢ１　　糖分をエネルギーに変えます。
◦ビタミンＢ２　　成長を活発にします。
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まちの話題まちの話題

　桜の花が満開を迎えた頃、４月３日（金）には和束保育
園で、４月６日（月）には笠置保育所と南山城保育園で、
それぞれ入園（所）式が行われました。
　新入園（所）児たちは少し緊張した様子でしたが、先生
や新しいお友達に温かく迎えられ、賑やかな歌声が響き渡
りました。
　また、４月７日（火）には管内３小学校で、４月８日（水）
には管内２中学校で入学式が行われ、大きな希望を胸に 75
人の児童生徒が新しい門をくぐりました。
　小学校の入学式では、３月に卒園したばかりの幼い面持
ちの新入生が、自分の名前が呼ばれるとしっかりと返事を
している様子が見受けられました。また中学校の入学式では、新入生の代表者が中学校生活で勉強や部活
などに励み大きく成長することを誓い、在校生からも歓迎の言葉が送られました。
　それぞれ夢と希望が詰まったランドセルや制服とともに、新たな学校生活の第一歩をスタートさせました。

～入園・入学おめでとう！～

～新一年生に防犯・交通安全グッズの贈呈～

　４月７日（火）、管内３小学校では入学式を終えた新１
年生に防犯・交通安全グッズが贈呈されました。
　卒業までの６年間、児童が安全に安心して登下校できる
ようにと毎年配られているものです。
　和束小学校では、和束町防犯推進委員協議会と相楽東部
広域連合教育委員会から防犯ブザーが配られ、木津警察署
和束交番の溝淵巡査部長が使い方を説明し、「怪しい人が
話しかけてきた時は、迷わず防犯ブザーを鳴らしてほしい」
と話しました。
　また、笠置小学校や南山城小学校でも防犯ブザーが配ら
れたほか、相楽交通安全協会などから黄色い安全帽や安全
傘が送られました。子どもたちの安全確保のため、地域のみなさまのご協力をお願いします。

和束保育園入園式

和束中学校入学式南山城小学校入学式笠置小学校入学式

和束小学校での様子
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まちの話題まちの話題

　４月６日（月）、村内で地震や洪水など大規模な災害が起きた時、双
方が連携し災害ボランティアセンターを設置・運営するため、南山城
村と南山城村社会福祉協議会との「南山城村災害ボランティアセンター
の設置運営等に関する協定」の調印式が行われました。
　この協定は、ボランティアを受け入れたり、活動依頼、資材の調達
などを行います。

　４月５日（日）、笠置町産業振興会館前で「笠置さくらまつり」
が開催されました。
　日本さくら名所 100 選のソメイヨシノに囲まれ、笠置町商工会や
町内出店者らによる地域の特産品の販売や、「Kea Kapua」による
フラダンスのステージイベントも行われ、この日を楽しみにしてい
た来場者で賑わいました。
　また、笠置町フォトコンテストの表彰式も行われ、応募があった
56 作品の中から最優秀賞１点、優秀賞１点、佳作２点、審査員特
別賞２点の合計６作品が選ばれ表彰されました。
　当日は時折雨が降っていましたが、笠置の桜は今年も鮮やかな色
で景色を彩り、ほのかな香りで春の陽気を届けてくれました。

南山城村災害ボランティアセンターの設置協定

笠置さくらまつり

南山城村自然の家　開所式
　４月６日（月）、昨年度より改修を進めてきた「南山城村自然の家」
の開所式が開催されました。来賓の皆様からお祝いと激励、管理運営団
体「NPO 法人南山城 V Power Station」代表理事からの力強い決意表
明の後、施設を見学いただきました。
　南山城村自然の家では、これまでの野外活動や音楽合宿、スポーツ合
宿に加え、関西女子フットボールアカデミー、南山城チャレンジクラブ
の募集や野外活動リーダーの育成など、むらづくり地域活性化の施設の
１つとして、幅広い活用を進めてまいります。

　問合せ　南山城村自然の家
　（指定管理者　NPO 法人南山城 V Power Station）
　☎　0743－ 94－ 0100　　　FAX　0743－ 94－ 0303
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歳　入
（単位：千円）

歳　出
（単位：千円）

歳　出
（単位：千円）

歳　入
（単位：千円）

平成27年度　一般会計当初予算

　８億5,528万円
　相楽東部広域連合では、主に管内３小学校・
２中学校の管理運営、社会教育事業の実施、相
楽東部クリーンセンターの運営（ごみ処理）を
行っています。
　平成 27 年度の当初予算は前年度に比べて 1
億 3,183 万円の増額となっています。歳入に
ついては、主なものとして分担金・負担金が
5,574 万円の増額、国庫支出金が 723 万円の
増額となっています。
　また歳出については、主なものとして各学校
のパソコン教室の端末整備に 4,592 万円、笠
置小学校の屋内運動場天井改修工事に 4,049
万円、和束小学校のスクールバス購入費に
1,598 万円を計上しています。
　昨年度より引き続き３町村で１会場の合同成
人式を実施し、管内小中学校においては「ふる
さと学習」を一層推進するために、休み時間や
放課後に、急須で煎茶を味わう「心を潤すお茶の時間」を新たに設けることとなりました。

平成27年度　一般会計当初予算

　12億6,470万円
　平成 27 年度の一般会計予算ほか 4 特別会計
予算が 3 月の定例議会で可決されました。
一般会計と 4 特別会計を合わせた予算総額は
19 億 37 万円で、前年度に比べ 0.9％の増、
659 万円の増額となっています。予算規模は、
前年度に比べ△ 3.1％の 4,080 万円の減となっ
ています。また、特別会計は 4 会計があり、簡
易水道や国民健康保険など、特定の事業を行う
ために水道使用料や保険料などの事業収入を支
出に充てるため、一般会計と区別して予算化し
ています。
笠置町における平成27年度の特徴
　歳出面の主な特徴としては、総務費では参与
の設置に伴う人件費の増、集落対策推進のため
の集落支援員設置経費や活性化推進員賃金、庁
内スケジュール管理システムの整備費、5 年に
1 度実施される国勢調査経費、番号制度導入に

伴うシステム負担金等の増、歯磨きセット等の防災用品の購入費、空
き家改修促進としての移住促進住宅整備事業、28 年 3 月 31 日で任期
が満了する町長選挙費等を予算計上しています。
　その他、土木費として平成 16 年度からの継続事業となっている町
道笠置山線改良事業、教育費として笠置小学校と笠置中学校のコン
ピューター教室の端末機器の更新や笠置中学校の浄化槽改修等を計上
しています。

広　域　連　合

笠　置　町

平成27年度　一般会計当初予算
行　政

使用料及び手数料　15,105
国庫支出金　7,429

府支出金　19,434
繰入金　4,000

諸収入　19,988

分担金及び負担金
　788,024

総務費　50,148
民生費　11,315

議会費　642

衛生費
267,114

教育費
513,292

公債費　11,572
予備費　1,200

町　税
152,873

ゴルフ場利用税交付金　44,000
地方消費税交付金　25,000

配当割交付金　800
株式等譲渡所得割交付金　415

利子割交付金　410
地方譲与税　6,350

地方交付税
652,000

繰越金　170
諸収入　55,247

町　債
122,980

国庫支出金
108,968

府支出金 65,737

繰入金　2,683

財産収入　5,308
寄付金　2

議会費　51,174

総務費
275,350

民生費
331,064

衛生費
147,519

土木費
166,129

消防費　61,441
教育費　59,797

公債費
90,830

予備費　1,000
諸支出金　1

自動車取得税交付金　1,300
地方特例交付金　60

分担金及び負担金　4,343
使用料及び手数料　16,054

農林水産業費　19,884
商工費　60,551

財産収入　3
繰越金　1,300

⃝会計別予算	 （単位：千円）
会　計　区　分 平成 27 年度予算額 平成 26 年度予算額

一般会計 1,305,500 1,264,700

特別会計 588,278 635,672

国民健康保険特別会計 231,030 266,765

簡易水道事業特別会計 67,915 61,281

介護保険特別会計 229,294 243,130

後期高齢者医療特別会計 60,039 64,496

合　　　計 1,893,778 1,900,372
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歳　出
（単位：千円）

歳　入
（単位：千円）

歳　入
（単位：千円）

歳　出
（単位：千円）

平成27年度　一般会計当初予算

31億5,200万円
　平成 27 年度一般会計ほか６特別会計予算が３月の定例議会で可決されました。
一般会計と６特別会計を合わせた予算の総額は、51 億 2,479 万円で、前年度に比べ１億 8,111 万円の増額（3.7％増）
となっています。また、平成 26 年度３月補正予算（一般会計１億 1,263 万円）では、国の経済対策を活用し地域消費
の刺激・生活支援対策、さらに少子化対策や人・仕事・地域づくりを推進する「未来への創生」事業を進めることとし、
当初予算と合わせた 13 ヶ月予算としてスタートします。

（平成27年度当初予算の主な内容）
　和束町第４次総合計画に沿って、安全安心な
まちづくり・快適な暮らしを実現するため、生活
基盤となる橋梁の点検調査や補修事業、町道拡
幅改良事業、町営住宅の建替事業を進めるとと
もに、防災拠点となる庁舎耐震補強事業に係る
設計業務を行います。
　また、和束を担う次世代のひとづくりのため、
小学校のスクールバス購入や中学校の空調設備

設計、コンピュータ設備の整備を行う経費を相楽東部広域連合へ負担し
ます。その他経済的な理由により修学が困難な大学生等を対象に奨学
金給付事業を開始します。

平成27年度　一般会計当初予算

26億6,632万円
◦一般会計 当初予算の概要
　平成 27 年度の一般会計予算ほか 5 特別会計
が 3 月の定例議会で可決されました。
　一般会計と 5 特別会計を合わせた予算の総額
は、39 億 2,735 万円で前年度に比べ 3 億 7,019
万円の増額（10.4％増）となっています。一般

会計の予算規模は、前年度に比べ 2 億 8,510 万円の増額（12.0％増）
となりました。4 月からこの予算に基づいて新年度事業を展開してい
きます。

南　山　城　村

和　束　町

行　政

⃝平成27年度　一般会計当初予算の主な事業	 （単位：千円）

事業名 事業内容 予算額

道の駅整備に関する
事業

国道 163 号線沿いに道の駅を整備するため用地取
得、造成工事、運営母体の育成を実施します。 341,000

農業基盤を整備する
事業

田山地内におけるツカリ川水路・バチギ農道の改
修を実施します。 120,890

道路を整備する事業 大河原東和束線・法ヶ平尾立石線の道路改良及び
大河原多羅尾線の舗装修繕を実施します。 75,000

橋梁を整備する事業 高山大橋の修繕工事を実施します。 22,000

消防施設を整備する
事業

消防団（南大河原地区）の小型動力ポンプ積載車
を更新します。 3,500

災害の対策をする事
業

防災計画の見直し、避難所等の備蓄資材の購入、
社会福祉協議会との防災ボランティア協定締結を
実施します。

13,840

避難施設等の電力を
確保する事業

避難施設等において、停電時に必要な電力が確保で
きるように太陽光発電設備と蓄電池を整備します。 35,590

村制 60 周年の記念
式典事業

南山城村が誕生して 60 周年を迎えるため記念式
典を実施します。 500

南山城村自然の家を
管理する事業

南山城村自然の家を有効活用できる状態を維持し
てもらうため NPO 法人に管理を委託します。 5,000

町　税
364,657

ゴルフ場利用税交付金　12,692
地方消費税交付金　69,143

配当割交付金　2,013
株式等譲渡所得割交付金　996

利子割交付金　985
地方譲与税　27,240

地方交付税
1,521,913

繰越金　5,000
諸収入　27,958

町　債
345,300

国庫支出金
329,045

府支出金
173,599

繰入金　155,571
財産収入　1,058

寄付金　1

議会費　57,825

総務費
485,703

民生費
711,959

衛生費
442,186

土木費
439,627

消防費
181,105

教育費
195,788

災害復旧費　8,536

公債費
500,399

予備費　5,000

諸支出金　5

自動車取得税交付金　6,447
交通安全対策特別
交付金　200

地方特例交付金　758

分担金及び負担金　75,280
使用料及び手数料　32,144

農林業費　84,455
商工費　39,412

議会費　56,104

民生費
410,027

予備費　5,000

衛生費
350,116農林水産業費

582,062

村　税　301,302村　債　384,400

諸収入
80,892

繰入金　86,732

府支出金　205,264
国庫支出金　289,810

使用料及び手数料　26,960

交通安全対策特別交付金　600
分担金及び負担金　200

繰越金　7,500

地方譲与税　23,400

地方特例交付金
600

自動車取得税
交付金
1,000

配当割交付金　1,700
株式等譲渡所得割交付金　1,000

ゴルフ場利用税交付金
76,000

地方交付税　1,130,000

地方消費税交付金
42,000

総務費
386,703

公債費
345,811

商工費　5,320

土木費
168,466

消防費
185,728

教育費
170,984

⃝会計別予算	 （単位：千円）

会　計　区　分 平成 27 年度予算額 平成 26 年度予算額
一般会計 3,152,000 3,164,000

特別会計 1,972,790 1,779,680

湯船財産区特別会計 7,510 7,380

国民健康保険特別会計 812,000 807,400

( 事業勘定 ) 725,800 718,100

( 直営診療施設勘定 ) 86,200 89,300

簡易水道事業特別会計 290,200 148,700

下水道事業特別会計 230,850 190,800

介護保険特別会計 573,030 566,100

( 保険事業勘定 ) 568,500 563,700

( サービス勘定 ) 4,530 2,400

後期高齢者医療特別会計 59,200 59,300

合　　　計 5,124,790 4,943,680
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春の交通安全運動

ドライバーの皆さんへ

　子どもと高齢者を見かけたら、スピード

を落とす、道をゆずる等、思いやり運転を

お願いします。

高齢者の皆さん、子どものみなさんへ

　道路を横断する時は、無理な横断をせず、

横断歩道を渡るようにしましょう。

木津警察署

　《笠置町》
　　自動車部　班長　西浦　陽二郎　　第　１　部　小林　慶雅　　自動車部　矢田　裕磨　　自動車部　野依　航平　

　《和束町》
　　【湯船分団】
　　　分　団　長　中西　拓二　　副分団長　長西　朋宏　　第１部長　前田　欣也　　第２部長　植村　吉且
　　　第３部長　柚木　秀太　　第　２　部　藤岡　　亘
　　【東　分　団】
　　　分　団　長　竹内　秀年　　副分団長　細井　堅太　　第１部長　中尾　貴信　　第２部長　北　　一行
　　　第３部長　北　　雅仁　　第４部長　矢野　　馨　　第　１　部　荒木　章夫　　第　３　部　奥　　裕太郎
　　【中　分　団】
　　　第１部長　池尻　　徹　　第２部長　藤岡　大泰　　第３部長　岡田　広伸　　第　２　部　姫野　和樹
　　　第　２　部　藤岡　豊朗
　　【西　分　団】
　　　分　団　長　西田　清秀　　副分団長　西川　　寿　　第１部長　伊吹　聡之　　第２部長　竹谷　昌浩
　　　第３部長　小森　厚史　　第　１　部　渡邊　祐希　　第　１　部　森脇　健次　　第　２　部　竹谷　俊亮
　　　第　２　部　吉本　　光
　
　《南山城村》
　　【第1分団】
　　　第　１　部　松岡　俊治　　第　４　部　西田　和輝　　第　４　部　小山　純一　　第　５　部　田邊　祐介
　　　第　７　部　小泉　健太
　　【第2分団】
　　　第１・２部　坂本　良樹

平成27年度　消防団任命式
　４月１日（水）和束町社会福祉センター大ホール、４月５日（日）笠置町産業振興会館、４月 19 日（日）南
山城村役場会議室で、それぞれ東部３町村の平成 27 年度消防団任命式が執り行われました。笠置町では３名、
和束町では９名、南山城村では６名が新たに入団されました。新たに入団された方、また新たに役員になられた
方は以下のとおりです。

安心・安全

　運動期間中のみならず、みんなで交通安全意識を高め、一人ひとりが交通ルー
ルの遵守と正しい交通マナーを実践し、交通事故を防止しましょう。

春の全国交通安全運動　交通事故無料法律相談会（要予約）
　交通事故に関する民事上の法律問題について弁護士がお答えします。損害賠償額、賠償責任の有無、過失割合等。
　日　時　５月 11 日（月）～ 15 日（金）　　午後１時～午後４時
　場　所　京都駅前法律センター
　問合せ　京都弁護士会　☎０７５－２３１－２３７８

５月11日（月）から５月20日（水）は春の全国交通安全運動の実施期間です。
⃝笠置町、和束町、南山城村では以下のとおり街頭啓発活動の実施を予定しています。

日　時 場　所
笠
置
町

５月 11 日（月）
午前７時～午前８時

・ＪＲ笠置駅前
・国道 163 号ローソン前

和
束
町

５月 11 日（月）
午前７時30分～午前８時

・白栖橋交差点前

南
山
城
村

５月 12 日（火）
午前７時～午前８時

※南山城小学校下交差点及び月ヶ瀬 NT
　ロータリーのみ（7 時 30 分～ 8 時 30 分）

・JR 大河原駅前
・JR 月ヶ瀬口駅前
・田山宮ノ前交差点
・月ヶ瀬 NT ロータリー
・南山城小学校下 R163 交差点
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医療・保健

シ
リ
ー
ズ　

相
楽
医
師
会　

健
康
ア
ド
バ
イ
ス

そ
の
２
「
誤
嚥
と
肺
炎
に
つ
い
て

～
歯
磨
き
な
ど
日
常
生
活
で
予
防
を
～
」

　

の
ど
の
奥
は
肺
に
行
く
気
管
と
、

食
道
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
食
べ
物

が
の
ど
の
奥
に
進
む
と
脳
に
信
号
が

伝
わ
り
、
脳
か
ら
の
指
令
（
嚥
下
反

射
）
で
気
管
の
入
り
口
が
ふ
さ
が
る

た
め
食
べ
物
は
食
道
に
入
り
ま
す
。

　

こ
の
嚥
下
反
射
と
呼
ば
れ
る
働
き

は
、
意
識
し
て
行
わ
れ
る
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
高
齢
者
で

は
こ
の
信
号
や
指
令
が
う
ま
く
伝
わ

ら
な
く
な
り
ま
す
。
液
体
や
固
体
を

飲
み
込
む
時
に
誤
っ
て
気
管
に
入
る

こ
と
を
誤
嚥
と
呼
び
ま
す
。

　

咽
・
喉
頭
部
の
麻
痺
を
き
た
す
疾

患
や
術
後
に
反
射
機
能
の
障
害
が
起

こ
る
と
、
誤
嚥
を
生
じ
ま
す
。

　

多
く
は
老
化
と
脳
卒
中
後
遺
症

で
、
特
に
脳
梗
塞
後
の
人
は
、
飲
み

込
み
や
咳
が
う
ま
く
で
き
な
く
な
っ

て
い
る
の
で
要
注
意
で
す
。
ま
た
誤

嚥
が
起
き
る
の
は
食
事
中
だ
け
と

は
か
ぎ
ら
ず
、
胃
液
が
食
道
を
逆
流

し
て
気
管
に
入
っ
た
り
、
睡
眠
中
に

唾
液
を
誤
嚥
し
た
り
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
食
事
中
の
誤
嚥
は
む
せ
る

の
で
気
が
付
き
ま
す
が
、
眠
っ
て
い

る
間
は
気
づ
き
ま
せ
ん
。
誤
嚥
性
肺

炎
の
多
く
は
睡
眠
時
の
誤
嚥
に
よ
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
寝
た
き
り
の

人
で
は
唾
液
や
食
べ
物
の
誤
嚥
や
胃

液
の
逆
流
が
起
こ
り
や
す
く
な
り
ま

す
。
ま
た
虫
歯
や
歯
周
病
が
あ
る
場

合
は
口
内
細
菌
が
増
加
し
て
い
る
た

め
誤
嚥
性
肺
炎
を
起
こ
し
や
す
く
な

り
ま
す
。

　

誤
嚥
性
肺
炎
を
予
防
す
る
た
め
に

は
歯
磨
き
や
入
れ
歯
の
手
入
れ
を
十

分
に
行
い
、
舌
苔
は
専
用
の
器
具
で

落
と
し
、
虫
歯
や
歯
周
病
は
き
ち
ん

と
治
療
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
ま

た
睡
眠
中
に
胃
液
が
逆
流
し
な
い
よ

う
に
上
半
身
を
15
～
20
度
く
ら
い
起

こ
し
て
寝
る
こ
と
で
誤
嚥
を
防
ぐ
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ベ
ッ
ド
で
食
事
を

と
ら
な
い
と
い
け
な
い
人
は
、
少
し

起
き
上
が
っ
た
姿
勢
で
食
べ
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。
パ
サ
パ
サ
し
た

食
べ
物
は
柔
ら
か
く
煮
込
ん
だ
り
、

ス
ー
プ
な
ど
液
体
の
も
の
は
と
ろ
み

つ
け
る
な
ど
の
日
常
生
活
で
の
工
夫

に
よ
り
、
誤
嚥
性
肺
炎
を
防
ぐ
こ
と

が
で
き
ま
す
。

松
尾
ク
リ
ニ
ッ
ク　
　
　

松
尾　

尚
樹

認 知 症 サ ポ ー タ ー 養 成 講 座
　笠置町産業振興会館で３月 24 日（火）、認知症についての正しい知識を身
に付け、認知症の人やその家族が地域で住みやすい町になることを目的に、認
知症サポーター養成講座が開催されました。
　講師としてキャラバンメイト連絡会の片岡利代子さんと入江範子さんをお招
きし、認知症の基礎知識や認知症サポーターについて講義していただきました。
途中には、笠置町在住の佐藤圭子さんによる認知症を患ったお母さんとの生活
の体験談や DVD の視聴をはさみ、認知症の人との向き合い方を学びました。

相楽休日応急診療所の診療体制

　平成26年10月1日から定期接種になりました。対象の方は忘れず接種して下さい。
　今年度対象となるのは以下の方です

（接種期間は平成 27 年 4 月 1 日～平成 28 年 3 月 31 日まで）。
　①　平成 27 年度に右記の表の年齢となる方　→　個別に通知します
　②　60 歳以上 65 歳未満の方で、心臓、腎臓もしくは呼吸器の機能又はヒト免疫
　　　不全ウイルスによる免疫の機能に障害を有する方
※上記①②に該当される方でも、過去に肺炎球菌ワクチン（ポリサッカライド［ワクチン名：
　ニューモバックス］）を接種されたことのある方は、定期接種の対象外となりますのでご注
　意ください。
※接種方法等については、町村によって異なりますので、お問い合わせください。
　和束町福祉課　☎0774-78-3001　笠置町保健福祉課　☎0743-95-2301
　南山城村保健福祉センター　☎0743-93-0294

月　　日 診療科目
６月 ７ 日（日） 小児科
６月 14 日（日） 小児科
６月 21 日（日） 内科
６月 28 日（日） 内科・小児科

※急に変更になる場合があります。◦問合せ　相楽休日応急診療所（相楽会館内）
　（0774）73－ 9988（診療所直通電話番号）

◦受付時間　午前 8 時 30 分～午後 0 時 30 分
◦診療時間　午前 9 時から

症状によっては診察できない場合や京都山城総合
医療センターを紹介する場合があります。
受診前には電話でお問い合わせください。

◦５月の診療体制については、４月号をご覧ください

年齢 対象生年月日

65 歳 昭和 25 年 4 月 2 日生～
昭和 26 年 4 月 1 日生の方

70 歳 昭和 20 年 4 月 2 日生～
昭和 21 年 4 月 1 日生の方

75 歳 昭和 15 年 4 月 2 日生～
昭和 16 年 4 月 1 日生の方

80 歳 昭和 10 年 4 月 2 日生～
昭和 11 年 4 月 1 日生の方

85 歳 昭和 5 年 4 月 2 日生～
昭和 6 年 4 月 1 日生の方

90 歳 大正 14 年 4 月 2 日生～
大正 15 年 4 月 1 日生の方

95 歳 大正 9 年 4 月 2 日生～
大正 10 年 4 月 1 日生の方

100 歳 大正 4 年 4 月 2 日生～
大正 5 年 4 月 1 日生の方

高齢者肺炎球菌ワクチン定期予防接種について
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・宵待ち隣町の宵涼み会（連合教育）、
イベント（笠置）、イベント（南山城）

観光・イベント

　笠置町鹿ヶ淵（笠置大橋上流 浜公園）で自然を舞台に伝統芸能の「能」の舞を気軽に鑑賞し、楽し
く学びながら「能」を身近に感じていただけるイベントを実施します。また、手作り品の販売やストー
ンアートも行います。ぜひ皆様のお越しをお待ちしております。

日時　５月 16 日（土）午後３時～午後５時（入場料無料）
場所　笠置町鹿ヶ淵（笠置大橋上流 浜公園付近）
　　　（雨天の場合は、笠置町産業振興会館で行います）

主催者　笠置・人の心を豊かにする協議会　
問合せ　笠置・人の心を豊かにする協議会事務局　　担当 坂本 

☎080－ 1479－ 8600

楽会（能）の開催について

茶源郷和束“満喫”イベント　第１弾

日　時　7月 4日（土）午後３時〜
場　所　笠置いこいの館　屋外エントランス
内　容　詳細は次号でお知らせします！

　自分たちの住む町や村を描くことで、ふるさとの魅力を再発見し、多くの人に発信してみ
ませんか。

募集要項
　１　応募資格　管内３町村在住・在勤者
　２　テ　ー　マ　３町村のいずれかの風景を描いたもの
　３　作品サイズ　A3 サイズまで
　４　画　　材　絵の具・クレヨン・色鉛筆・マジックなどの消えにく
　　　　　　　　い画材
　５　作　品　数　一人一作品
　６　作品展示　『第５回宵待ち隣町の宵涼み会』の会場で展示します。

受付期間　６月１日（月）～ 12 日（金）　※土日を除く　午前９時～午後５時

緑豊かな和束町の茶園で茶摘みを体験してみませんか。
茶工場見学、てらす和豆香での昼食、天空カフェでの茶会、茶香服、茶畑景観も楽しんでいただけます。
　
日　　時　　５月 17 日（日）午前 10 時 20 分～

集合場所　　グリンティ和束

参　加　費　　3,000 円（茶摘み、工場見学、茶香服、昼食代含む）

問　合　せ　　ほっこりサークル事務局（和束町商工会内）
　　　　　　☎ 0774-78-3321　　FAX 0774-78-4030

提出方法等、詳しくは相楽東部広
域連合 HP または教育委員会に置
いていますチラシをご覧ください。

問合せ
相楽東部広域連合教育委員会
生涯学習課　 ☎0774-78-4335

第５回

宵待ち隣町の宵涼み会

『ふるさとスケッチ』募集！

〶

�



平
成
27
年
度
離
着
任
式

教育

　
春
は
出
会
い
と
別
れ
の
季
節
で
す
。

　

４
月
１
日
（
水
）、
和
束
町
体
験
交

流
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
平
成
27
年
度

京
都
府
教
職
員
人
事
異
動
に
伴
う
離
着

任
式
が
行
わ
れ
、
11
名
の
先
生
と
の
別

れ
を
惜
し
み
な
が
ら
、
着
任
さ
れ
た
先

生
と
共
に
、
気
持
ち
を
新
た
に
新
年
度

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

◇
新
し
く
着
任
さ
れ
た
先
生
の
紹
介
◇

※
職
名
・
氏
名
（
前
任
校
・
役
職
）

【
笠
置
小
学
校
】

　

教　

頭　
　

井　

上　

弘　

規
（
京
都
府
教
育
委
員
会　

指
導
主
事
）

　

教　

諭　
　

西　

村　
　
　

亮
（
南
山
城
小
学
校　
教
諭
）

【
和
束
小
学
校
】

　

校　

長　
　

鈴　

江　

伸　

治
（
和
束
小
学
校　
教
頭
）

　

教　

頭　
　

小
長
谷　

佳
代
子
（
笠
置
小
学
校　
教
頭
）

　

教　

諭　
　

今　

岡　

晃　

大
（
寺
田
小
学
校　
教
諭
）

　

教　

諭　
　

赤　

司　

博　

城
（
田
原
小
学
校　
教
諭
）

【
南
山
城
小
学
校
】

　

教　

諭　
　

大
久
保　

欣　

浩
（
和
束
小
学
校　
教
諭
）

　

教　

諭　
　

岡　

本　

鉄　

平
（
新
規
採
用
）

　

事
務
職
員　

井
久
保　

惠
津
子
（
青
谷
小
学
校　
事
務
職
員
）

【
和
束
中
学
校
】

　

校　

長　
　

尾　

野　

和　

広
（
笠
置
中
学
校　
校
長
）

　

教　

諭　
　

丸　

岡　

嘉
容
子
（
笠
置
中
学
校　
教
諭
）

　

教　

諭　
　

川　

嶋　

修　

二
（
精
華
南
中
学
校　
教
諭
）

　

教　

諭　
　

西　

川　
　
　

葵
（
新
規
採
用
）

【
笠
置
中
学
校
】

　

校　

長　
　

村　

上　
　
　

栄
（
南
城
陽
中
学
校　
校
長
）

　

教　

諭　
　

岸　

山　
　
　

碧
（
北
城
陽
中
学
校　
教
諭
）

　

教　

諭　
　

橋　

本　

裕　

子
（
精
華
西
中
学
校　
教
諭
）

　

任
期
満
了
に
伴
い
、
相
楽
東
部
広
域
連
合

社
会
教
育
委
員
の
改
選
が
行
わ
れ
、
４
月
27

日
（
月
）
に
和
束
町
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
委
嘱
状
交
付
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

※
氏
名
（
選
出
町
村
）
〇
は
再
任
、
◎
は
新
任

【
社
会
教
育
委
員
】

　

〇　
上
村　

恵
子　
　
（
笠
置
町
）

　

〇　
田
中　

正
嗣　
　
（
笠
置
町
）

　

〇　
稲
葉　

裕
美　
　
（
笠
置
町
）

　

◎　
堀　
　

正
子　
　
（
笠
置
町
）

　

◎　
鈴
木　

慶
一　
　
（
笠
置
町
）

　

〇　
中
屋　

良
一　
　
（
和
束
町
）

　

〇　
畑　
　

紀
子　
　
（
和
束
町
）

　

◎　
森
脇　

美
隆　
　
（
和
束
町
）

　

◎　
中
川　

隆
夫　
　
（
和
束
町
）

　

◎　
荒
木　

寿
美
子　
（
和
束
町
）

　

〇　
西
部　

清
志　
　
（
南
山
城
村
）

　

〇　
森
本　

恵
子　
　
（
南
山
城
村
）

　

〇　
西
城　

周
子　
　
（
南
山
城
村
）

　

◎　
赤
木　

克
吉　
　
（
南
山
城
村
）

　

◎　
西
田　

衣
代　
　
（
南
山
城
村
）

　

◎　
村
上　

栄　
　
　
（
学
校
長
代
表
）

【
異　

動
】

　

北　
　

卓
也

　
　

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係
長
（
和
束
町
）

【
採　

用
】

　

浅
田　

平
詔

　
　

学
校
教
育
課
学
校
教
育
指
導
主
事

◇
教
育
委
員
会
事
務
局
職
員
の
異
動
◇

平
成
27
年
４
月
１
日
付
け
（　

）
内
は
派
遣
元

　

相
楽
東
部
広
域
連
合
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
に
お
い
て
も
、
任
期
満
了
に

伴
う
改
選
が
行
わ
れ
、
４
月
30
日
（
木
）、
教
育
長
よ
り
委
嘱
状
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会
で
は
、『
子
ど
も
の
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
』
や
『
ス

キ
ー
教
室
』
な
ど
の
主
催
事
業
の
ほ
か
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
を
通

し
て
地
域
住
民
の
健
康
維
持
や
促
進
に
努
め
て
い
ま
す
。

※
氏
名
（
選
出
町
村
）、
〇
は
再
任
、
◎
は
新
任

社
会
教
育
委
員
の
改
選

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の
改
選

【
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
】

　

〇　
濱　
　

忠
志　
　
（
笠
置
町
）

　

〇　
藤
田　

好
子　
　
（
笠
置
町
）

　

〇　
髙
岡　

勇　
　
　
（
笠
置
町
）

　

〇　
岩
﨑　

久
敏　
　
（
笠
置
町
）

　

◎　
坂
本　

英
人　
　
（
笠
置
町
）

　

◎　
小
林　

慶
雅　
　
（
笠
置
町
）

　

〇　
東　
　

隆　
　
　
（
和
束
町
）

　

〇　
大
西　

巧　
　
　
（
和
束
町
）

　

〇　
田
中　

啓
太　
　
（
和
束
町
）

　

〇　
岩
﨑　

慎
也　
　
（
和
束
町
）

　

〇　
林　
　

嘉
人　
　
（
和
束
町
）

　

〇　
林　
　

あ
ゆ
み　
（
和
束
町
）

　

◎　
井
上　

知
子　
　
（
和
束
町
）

　

◎　
山
下　

貴
志　
　
（
和
束
町
）

　

◎　
森
脇　

健
次　
　
（
和
束
町
）

　

◎　
森
脇　

保
浩　
　
（
和
束
町
）

　

◎　
吉
田　

惠　
　
　
（
和
束
町
）

　

〇　
木
野　

正
男　
　
（
南
山
城
村
）

　

〇　
井
尾　

幸　
　
　
（
南
山
城
村
）

　

〇　
奥
谷　

善
巳　
　
（
南
山
城
村
） 　

〇　
内
藤　

芳
男　
　
（
南
山
城
村
）

　

〇　
乾　
　

隆
志　
　
（
南
山
城
村
）

　

〇　
廣
尾　

操　
　
　
（
南
山
城
村
）

　

〇　
岩
崎　

貴
代
美　
（
南
山
城
村
）

　

〇　
岸
田　

啓
介　
　
（
南
山
城
村
）

　

〇　
野
川　

昌
英　
　
（
南
山
城
村
）

　

〇　
北
本　

勝
実　
　
（
南
山
城
村
）

　

〇　
木
村　

宣　
　
　
（
南
山
城
村
）

　

〇　
石
川　

信
一　
　
（
南
山
城
村
）

　

〇　
橋
本　

昌
貴　
　
（
南
山
城
村
）

　

◎　
仲
窪　

一
泰　
　
（
南
山
城
村
）ニュースポーツ交流会の様子

�



『
絵
画
教
室
』（
２
回
連
続
講
座
）

実
施
日　

５
月
29
日
（
金
）、
６
月
９
日
（
火
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

場　

所　

笠
置
町
産
業
振
興
会
館

講　

師　

水
彩
画
家　

小
田
茂
さ
ん

参
加
対
象　

３
町
村
在
住
・
在
勤
の
18
歳
以
上

　
　
　
　
（
高
校
生
不
可
）

参
加
費　

６
０
０
円

定　

員　

先
着
10
名

申
込
受
付　

５
月
11
日
（
月
）
～
22
日
（
金
）

　
　
　
　

※
土
日
を
除
く
９
時
～
17
時

申
込
み　

教
育
委
員
会

　
　
　
　

☎ 

０
７
７
４
・
78
・
４
３
３
５

そ
の
他　

持
ち
物
等
、
詳
し
く
は
連
合
Ｈ
Ｐ
又
は

　
　
　
　

チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

『
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
』

実
施
日　

５
月
23
日
（
土
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

場　

所　

笠
置
町
産
業
振
興
会
館

講　

師　

奈
良
県
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会　

　
　
　
　

公
認
講
師　

吉
藤
行
ニ
さ
ん

参
加
対
象　

家
庭
教
育
事
業
に
携
わ
る
方
、
ま
た
は

　
　
　
　

興
味
の
あ
る
方

参
加
費　

無
料

定　

員　

先
着
30
名

申
込
受
付　

５
月
11
日
（
月
）
～
22
日
（
金
）

　
　
　
　

※
土
日
を
除
く
９
時
～
17
時

申
込
み　

教
育
委
員
会

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
４
３
３
５

そ
の
他　

持
ち
物
等
、
詳
し
く
は
連
合
Ｈ
Ｐ
又
は

　
　
　
　

チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

『
女
性
学
管
外
研
修
』

実
施
日　

６
月
12
日
（
金
）

時　

間　

午
前
８
時
～
午
後
５
時

出
発
場
所　

南
山
城
村
文
化
会
館

　
　
　
　

笠
置
町
中
央
公
民
館

　
　
　
　

和
束
町
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー

内　

容　

も
り
や
ま
バ
ラ
・
ハ
ー
ブ
園
の
見
学

　
　
　
　

と
陶
器
の
絵
付
け
体
験
（
滋
賀
方
面
）

参
加
対
象　

３
町
村
在
住
・
在
勤
の
18
歳
以
上

　
　
　
　
（
高
校
生
不
可
）

参
加
費　

５
０
６
０
円

定　

員　

先
着
15
名

申
込
受
付　

５
月
25
日
（
月
）
～
29
日
（
金
）

　
　
　
　

※
土
日
を
除
く
９
時
～
17
時

申
込
み　

教
育
委
員
会

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
４
３
３
５

そ
の
他　

詳
し
く
は
連
合
Ｈ
Ｐ
又
は
チ
ラ
シ
を

　
　
　
　

ご
覧
く
だ
さ
い
。

『
英
会
話
教
室
』

◦
和
束
町
教
室

実
施
日　

５
月
18
日
（
月
）

時　

間　

午
後
７
時
30
分
～
午
後
８
時
40
分

場　

所　

和
束
町
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー

講　

師　

ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
バ
ー
ン
ズ
先
生

参
加
費　

無
料

申
込
み　

不
要

問
合
せ　

教
育
委
員
会

　
　
　
　

☎ 

０
７
７
４
・
78
・
４
３
３
５

◦
南
山
城
村
教
室

実
施
日　

５
月
13
日
（
水
）・
20
日
（
水
）

時　

間　

午
後
７
時
30
分
～
午
後
８
時
30
分

場　

所　

南
山
城
村
文
化
会
館

講　

師　

ア
ル
ヴ
ィ
ン
・
ハ
ー
ト
先
生

参
加
費　

無
料

申
込
み　

不
要

問
合
せ　

教
育
委
員
会

　
　
　
　

☎ 

０
７
７
４
・
78
・
４
３
３
５

『
テ
ニ
ス
教
室
（
前
期
）』

実
施
日　

５
月
20
日
（
水
）
か
ら
８
月
５
日
（
水
）

　
　
　
　

ま
で
の
毎
週
水
曜
日

時　

間　

午
後
７
時
30
分
～
午
後
９
時

場　

所　

和
束
運
動
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

講　

師　

川
手　

裕
さ
ん

参
加
対
象　

３
町
村
在
住
・
在
勤
の
中
学
生
以
上

登
録
料　

大　

人　

２
５
０
０
円

　
　
　
　

中
学
生　

１
０
０
０
円

　
　
　
　

和
束
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
へ
の
登
録
料

　
　
　
　

で
す
。
登
録
す
る
と
、全
て
の
ス
ポ
ー
ツ

　
　
　
　

教
室
に
参
加
で
き
ま
す
。

参
加
費　

１
０
０
０
円

申
込
受
付　

５
月
１
日
（
金
）
～
15
日
（
金
）

　
　
　
　

※
土
日
を
除
く
９
時
～
17
時

申
込
み　

教
育
委
員
会

　
　
　
　

☎ 

０
７
７
４
・
78
・
４
３
３
５

そ
の
他　

詳
し
く
は
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

『
親
と
子
の
茶
道
教
室
』

実
施
日　

５
月
９
日
（
土
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

場　

所　

南
山
城
村
文
化
会
館

講　

師　

菅
瀬
操
仙
さ
ん

参
加
対
象　

親
と
子
の
茶
道
教
室
受
講
生

問
合
せ　

教
育
委
員
会
南
山
城
村
分
室

　
　
　
　

☎ 

０
７
４
３
・
93
・
０
５
８
０

『
健
康
体
操
』（
笠
置
町
）

実
施
日　

５
月
21
日
（
木
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時

場　

所　

笠
置
町
中
央
公
民
館

参
加
対
象　

笠
置
町
在
住
者

問
合
せ　

教
育
委
員
会
笠
置
町
分
室

　
　
　
　

☎ 

０
７
４
３
・
95
・
２
７
２
６

『
和
束
町
高
齢
者
講
座
』（
和
束
町
）

実
施
日　

５
月
25
日
（
月
）

時　

間　

午
後
１
時
～
午
後
３
時

場　

所　

和
束
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

講　

師　

松
本
行
紀
さ
ん

参
加
対
象　

和
束
町
在
住
の
60
歳
以
上
の
方

定　

員　

先
着
30
名

申
込
受
付　

５
月
20
日
（
水
）
ま
で

　
　
　
　

※
土
日
を
除
く
９
時
～
17
時

問
合
せ　

教
育
委
員
会

　
　
　
　

☎ 

０
７
４
４
・
78
・
４
３
３
５

『
村
民
歩
こ
う
会
』（
南
山
城
村
）

実
施
日　

５
月
23
日
（
土
）

時　

間　

午
前
８
時
～
午
後
６
時

コ
ー
ス　

京
都
大
文
字
山
登
山
道　

約
８
㎞

参
加
対
象　

南
山
城
村
在
住
・
在
勤
の
方

参
加
費　

５
０
０
円　

定　

員　

先
着
50
名

申
込
受
付　

５
月
11
日
（
月
）
～
15
日
（
金
）

　
　
　
　

※
土
日
を
除
く
９
時
～
17
時

申
込
み　

教
育
委
員
会
南
山
城
村
分
室

　
　
　
　

☎ 

０
７
４
３
・
93
・
０
５
８
０

『
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
ひ
ろ
ば
』（
南
山
城
村
）

実
施
日　

５
月
21
日
（
木
）

時　

間　

午
前
10
時
～
正
午

場　

所　

南
山
城
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
合
せ　

南
山
城
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
２
９
４

『
平
成
27
年
奈
良
基
地
祭
』

実
施
日　

６
月
６
日
（
土
）

時　

間　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
３
時

場　

所　

航
空
自
衛
隊
奈
良
基
地

講
　
座

催
　
し

おしらせ

お
し
ら
せ

�



　
　
　
　
（
奈
良
市
法
華
寺
町
１
５
７
８
）

内　

容　

観
閲
式
訓
練
展
示
、
飛
行
展
示
、
子

　
　
　
　

ど
も
手
作
り
飛
行
教
室
、
子
ど
も
制

　
　
　
　

服
試
着
会
他　

入
場
無
料

そ
の
他　

来
場
の
際
は
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
飛
行
展
示
及
び
事
前
飛

行
の
際
に
は
、
会
場
で
音
響
等
で
ご

迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　

航
空
自
衛
隊
奈
良
基
地
広
報
室　
　

　
　
　
　

☎
０
７
４
２
・
33
・
３
９
５
１

　
　
　
　

内
線
３
１
３
又
は
３
１
４

『
わ
か
り
や
す
い
文
化
財
セ
ミ
ナ
ー

　
「
歴
史
を
歩
く
」　
大
和
街
道
Ⅸ
』

　

Ｊ
Ｒ
黄
檗
駅
か
ら
Ｊ
Ｒ
六
地
蔵
駅
ま
で
歩
き
、

二
子
塚
古
墳
等
を
見
学
。
要
拝
観
料
。

開
催
日　

５
月
30
日
（
土
）

定　

員　

30
名　

要
申
込

問
合
せ　

京
都
府
立
山
城
郷
土
資
料
館

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
86
・
５
１
９
９　

『
文
化
財
連
続
講
座　

第
１
回

　

山
城
の
中
世
城
館
を
掘
る
』

開
催
日　

５
月
９
日
（
土
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～

場　

所　

京
都
府
立
山
城
郷
土
資
料
館

参
加
費　

聴
講
は
無
料
で
す
が
、
入
館
料
が
必

　
　
　
　

要
で
す
。

問
合
せ　

京
都
府
立
山
城
郷
土
資
料
館

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
86
・
５
１
９
９　

『
国
家
公
務
員
採
用
一
般
職
試
験
』

区　

分　

事
務
、技
術
、農
業
、農
業
土
木
、林
業

受
験
資
格

　

①
平
成
27
年
４
月
１
日
に
お
い
て
高
等
学
校

　
　

又
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
し
た
日
の
翌

　
　

日
か
ら
起
算
し
て
２
年
を
経
過
し
て
い
な

　
　

い
者
及
び
平
成
28
年
３
月
ま
で
に
高
等
学
校

　
　

又
は
中
等
教
育
学
校
卒
業
見
込
の
者

　

②
人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
者
に
準
ず
る
と
認

　
　

め
る
者

申
込
受
付
機
関

　

郵
送
又
は
持
参

　
　

６
月
22
日
（
月
）
～
６
月
24
日
（
水
）

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　
　

６
月
22
日
（
月
）
～
７
月
１
日
（
水
）

第
１
次
試
験
日　

９
月
６
日
（
日
）

試
験
地　

京
都
市
、大
阪
市
、奈
良
市
、神
戸
市
、他

問
合
せ　

人
事
院
近
畿
事
務
局

　

☎
06
・
４
７
９
６
・
２
１
９
１
（
試
験
第
二
係
）

⃝
笠
置
町

人
権
相
談
・
行
政
相
談

実
施
日　

５
月
19
日
（
火
）

時　

間　

午
後
１
時
～
午
後
４
時

場　

所　

笠
置
会
館
１
階
会
議
室

問
合
せ　

笠
置
町
税
住
民
課
（
人
権
相
談
）

　
　
　
　
　
　
　

総
務
財
政
課
（
行
政
相
談
）

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
95
・
２
３
０
１
㈹
⃝

和
束
町

行
政
相
談

実
施
日　

５
月
20
日
（
水
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時

場　

所　

和
束
町
役
場
１
階
相
談
室

問
合
せ　

和
束
町
総
務
課

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
３
０
０
１

人
権
相
談

実
施
日　

５
月
27
日
（
水
）・
６
月
１
日
（
月
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時

場　

所　

和
束
町
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

問
合
せ　

和
束
町
人
権
啓
発
課

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
３
４
８
８

⃝

南
山
城
村

合
同
相
談
・
無
料
法
律
相
談

合
同
相
談

日　

時　

５
月
20
日（
水
）午
前
９
時
30
分
～
正
午

場　

所　

南
山
城
村
役
場　

３
階　

会
議
室

問
合
せ　

南
山
城
村
総
務
課

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
２

無
料
法
律
相
談

実
施
日　

５
月
20
日
（
水
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
５
時

場　

所　

南
山
城
村
役
場　

３
階　

会
議
室

問
合
せ　

南
山
城
村
総
務
課

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
２

　
　
　

※
無
料
法
律
相
談
は
予
約
が
必
要
で
す
。

特
設
人
権
相
談

　

６
月
１
日
は
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
で
す
。

日　

時　

６
月
１
日（
月
）午
前
９
時
30
分
～
正
午

場　

所　

南
山
城
村
文
化
会
館
研
修
室

問
合
せ　

南
山
城
村
総
務
課

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
２

健
康
相
談
（
笠
置
町
）

実
施
日　

５
月
22
日（
金
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時

場　

所　

笠
置
会
館

問
合
せ　

笠
置
町
保
健
福
祉
課

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
95
・
２
３
０
１

健
康
相
談
（
南
山
城
村
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時

問
合
せ　

南
山
城
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
２
９
４

き
こ
え
の
相
談
会

日　

時　

５
月
19
日（
火
）午
前
10
時
～
午
後
３
時

場　

所　

相
楽
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
相
楽
会
館
内
）

内　

容　

聴
こ
え
に
関
す
る
相
談
、聴
力
測
定

費　

用　

無
料

問
合
せ　

相
楽
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
75
・
２
０
３
０

　
　
　
　

０
７
７
４
・
72
・
６
８
６
２

就
職
相
談
会（
し
ょ
う
が
い
の
あ
る
方
の
相
談
会
）

実
施
日　

５
月
12
日
（
火
）・
26
日
（
火
）

場　

所　

し
ょ
う
が
い
者
就
業
・
生
活
支
援
セ

　
　
　
　

ン
タ
ー
「
あ
ん
」

時　

間　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

　
　
　
　

※
時
間
外
で
も
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

費　

用　

無
料

連
絡
先　

（福）
京
都
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
協
会　
し
ょ

　
　
　
　

う
が
い
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
「
あ
ん
」

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
71
・
０
７
０
１
又
は

　
　
　
　

☎
０
８
０
・
１
４
２
８
・
３
４
２
０

２
０
１
５
年
星
の
観
望
会

　

和
束
星
を
楽
し
む
会
で
は
星
の
観
察
会
を
行

い
ま
す
。
一
緒
に
惑
星
、銀
河
等
を
見
ま
し
ょ
う
。

日　

程　

５
月
～
11
月　

毎
月
第
４
土
曜
日

時　

間　

午
後
７
時
30
分
～
午
後
９
時

場　

所　

和
束
小
学
校
（
予
定
）

服　

装　

靴
か
長
靴
、
長
ズ
ボ
ン
姿
。

持
ち
物　

望
遠
鏡
を
お
持
ち
の
方
は
ご
持
参
く
だ

　
　
　
　

さ
い
。

問
合
せ　

和
束
星
を
楽
し
む
会
（
中
辻
信
夫
）

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
２
９
４
４　

相
談
日

募
　
集

おしらせ

５
月

実
施
日

22
日
（
金
）

20
日
（
水
）

15
日
（
金
）

高
尾
公
民
館

本
郷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

童
仙
房
公
民
館
場　

所

�



人
事
異
動

◇
　
和
　

束
　

町
　
◇

※
係
長
以
上
の
異
動
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

【
異　

動
】　

平
成
27
年
４
月
１
日
付
（　

）
内
は
前
職
名

　

北　
　

淳
司　
　

農
村
振
興
課
長
（
税
住
民
課
長
）

　

中
嶋　

修　
　
　

税
住
民
課
長
（
人
権
啓
発
課
長
）

　

山
本　

千
代
美　

会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長
（
会
計
課
長
補
佐
）

　

岡
田　

博
之　
　

福
祉
課
長
（
税
住
民
課
長
補
佐
）

　

草
水　

清
美　
　

総
務
課
地
方
創
生
担
当
課
長
（
総
務
課
長
補
佐
）

　

井
上　

順
三　
　

人
権
啓
発
課
長
（
福
祉
課
長
補
佐
）

　

古
田　

良
明　
　

地
域
力
推
進
課
長
（
京
都
府
職
員
）

　

馬
場　

正
実　
　

農
村
振
興
課
主
幹
（
地
域
力
推
進
課
長
補
佐
）

　

竹
谷　

正
則　
　

建
設
事
業
課
主
幹
（
建
設
事
業
課
長
補
佐
）

　

和
賀　

聡　
　
　

相
楽
東
部
広
域
連
合
勤
務 

主
幹

　
　
　
　
　
　
　
　
（
相
楽
東
部
広
域
連
合
勤
務 

課
長
補
佐
）

◇
　
南
山
城
村
　
◇

※
係
長
以
上
の
異
動
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

【
異　

動
】　

平
成
27
年
４
月
１
日
付
（　

）
内
は
前
職
名

　

山
村　

幸
裕　
　

参
事
（
参
事
兼
総
務
課
長
）

　

山
本　

隆
弘　
　

総
務
課
長
（
議
会
事
務
局
長
）

　

辰
巳　

均　
　
　

議
会
事
務
局
長
（
建
設
水
道
課
長
）

　

森
本　

健
次　
　

む
ら
づ
く
り
推
進
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
（
産
業
生
活
課
主
幹
兼
む
ら
づ
く
り
推
進
室
長
）

　

末
廣　

昇
哉　
　

建
設
水
道
課
長
（
建
設
水
道
課 

課
長
補
佐
）

　

増
田　

純
永　
　

保
健
福
祉
課 

課
長
補
佐
（
会
計
管
理
者
）

　

栗
本　

保
代　
　

会
計
管
理
者
（
保
健
福
祉
課 

課
長
補
佐
）

　

田
中　

智　
　
　

保
健
福
祉
課 

課
長
補
佐（
相
楽
東
部
広
域
連
合
派
遣
）

　

岸
田　

啓
介　
　

総
務
課
係
長
（
税
財
政
課
係
長
）

　

南　
　

和
昇　
　

税
財
政
課
係
長
（
保
健
福
祉
課
係
長
）

　

奥
西　

秀
樹　
　

む
ら
づ
く
り
推
進
課
係
長

　
　
　
　
　
　
　
　
（
産
業
生
活
課
係
長
兼
建
設
水
道
課
土
木
建
築
係
長
）

　

徳
田　

直
樹　
　

む
ら
づ
く
り
推
進
課
係
長
（
産
業
生
活
課
係
長
）

　

奥
谷　

昭　
　
　

む
ら
づ
く
り
推
進
課
係
長
（
総
務
課
係
長
）

　

奥
山　

七
美　
　

保
健
福
祉
課
係
長
（
保
健
福
祉
課
主
任
）

　

岸
田　

い
ず
み　

建
設
水
道
課
係
長
（
建
設
水
道
課
主
任
）

【
出
向
・
派
遣
】

　

井
上　

浩
樹　
　

相
楽
東
部
広
域
連
合
派
遣
（
総
務
課 

課
長
補
佐
）

【
新
規
採
用
】

　

福
井　

聖
子　
　

む
ら
づ
く
り
推
進
課
主
事
補

　

稲
田　

雄
介　
　

む
ら
づ
く
り
推
進
課
主
事
補

【
退
職
者
】
※
平
成
27
年
３
月
31
日
付

　

福
嶋　

亮　
　
　

南
山
城
村
保
育
園
保
育
士

◇
　
笠
　

置
　

町
　
◇

※
係
長
以
上
の
異
動
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

【
異　

動
】　

平
成
27
年
４
月
１
日
付
（　

）
内
は
前
職
名　

　

草
水　

英
行　
　

総
務
財
政
課
長
補
佐
（
総
務
財
政
課
主
査
）

　

岩
﨑　

久
敏　
　

総
務
財
政
課
長
補
佐
（
総
務
財
政
課
主
査
）

【
新
規
採
用
】

　

矢
田　

裕
磨　
　

企
画
観
光
課
主
事
補

　

野
依　

航
平　
　

建
設
産
業
課
主
事
補

【
退
職
者
】
※
平
成
27
年
３
月
31
日
付

　

田
中　

義
信　
　

参
事

　

北
川　

正
博　
　

税
住
民
課
長
補
佐

　

辰
元　

桃
也　
　

人
権
啓
発
課
主
査

　

大
和　

貴
秀　
　

税
住
民
課
主
事

田
中
義
信
氏
が
参
与
に
就
任
（
笠
置
町
）

　

平
成
27
年
３
月
31
日
付
で
退
職
さ
れ
た
元
参
事
の
田
中
義
信
氏
が
、

　

平
成
27
年
４
月
１
日
付
で
参
与
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

◇
　
相
楽
東
部
広
域
連
合
　
◇

※
係
長
以
上
の
異
動
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

【
異　

動
】　

平
成
27
年
４
月
１
日
付
（　

）
内
は
前
職
名

　

井
上　

浩
樹　
　

会
計
管
理
者
（
南
山
城
村
総
務
課 

課
長
補
佐
）

　

大
西　

峰
夫　
　

税
住
民
課
主
幹
（
参
事
）

　
　
（
再
任
用
職
員
） 

 

　

山
中　
　

賢　
　

京
都
府
職
員
（
地
域
力
推
進
課
長
）

　

久
保　

寿
己　
　

農
村
振
興
課
長
補
佐
兼
茶
業
係
長
事
務
取
扱

　
　
　
　
　
　
　
　
（
農
村
振
興
課
長
補
佐
兼
振
興
係
長
事
務
取
扱
）

　

島
川　

昌
代　
　

総
務
課
長
補
佐
（
総
務
課
行
政
係
長
）

　

瀧
村　

幸
代　
　

税
住
民
課
長
補
佐
（
建
設
事
業
課
庶
務
係
長
）

　

原
田　

敏
明　
　

人
権
啓
発
課
長
補
佐

　
　
　
　
　
　
　
　
（
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
事
業
係
長
事
務
取
扱
）

　

北　
　

広
光　
　

福
祉
課
長
補
佐
（
相
楽
東
部
広
域
連
合
派
遣
勤
務
）

　

吉
田　
　

寿　
　

建
設
事
業
課
長
補
佐
（
建
設
事
業
課
上
下
水
道
係
長
）

　

植
村　

茂
人　
　

湯
船
財
産
区
管
理
係
長
兼
地
域
力
推
進
課
長
補
佐

　
　
　
　
　
　
　
　
（
湯
船
財
産
区
管
理
係
長
兼
農
村
振
興
課
茶
業
係
長
）

　

宮
﨑　

貴
子　
　

主
任
保
育
士
（
保
育
士
）

　

宮
嶋　

靖
典　
　

農
村
振
興
課
環
境
係
長

　
　
　
　
　
　
　
　
（
京
都
地
方
税
機
構
派
遣
勤
務
）

　

竹
谷　

徹
也　
　

建
設
事
業
課
庶
務
係
長
（
建
設
事
業
課
建
設
係
長
）

　

城
野　

成
子　
　

会
計
課
会
計
係
長
（
税
住
民
課
主
任
）

　

吉
田　

敏
江　
　

税
住
民
課
保
険
年
金
係
長
（
税
住
民
課
主
任
）

　

但
馬　

宗
博　
　

建
設
事
業
課
上
下
水
道
係
長
（
建
設
事
業
課
主
任
）

　

井
上　

博
丞　
　

建
設
事
業
課
建
設
係
長
（
建
設
事
業
課
主
任
）

【
出
向
・
派
遣
】

　

北　
　

卓
也　
　

相
楽
東
部
広
域
連
合
派
遣
勤
務

　
　
　
　
　
　
　
　
（
農
村
振
興
課
環
境
係
長
）

　

稲
垣　

裕
美　
　

京
都
地
方
税
機
構
派
遣
勤
務
（
議
会
事
務
局
主
事
）

　

宮
下　

大
樹　
　

京
都
府
出
向
（
福
祉
課
主
事
）

【
新
規
採
用
】

　

田
野　

裕
晃　
　

農
村
振
興
課
主
事

　

石
倉　

周　
　
　

福
祉
課
主
事

　

向
田　

知
史　
　

総
務
課
主
事

　

姫
野　

和
樹　
　

建
設
事
業
課
主
事

【
退
職
者
】
※
平
成
27
年
３
月
31
日
付

　

大
西　

峰
夫　
　

参
事

　

北　
　

芳
美　
　

会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長

　

伊
吹　

学　
　
　

農
村
振
興
課
長

　

杉
本　

守　
　
　

福
祉
課
長

　

井
上　

慶
子　
　

診
療
所
兼
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
主
任
看
護
師

　

山
村　

誠　
　
　

総
務
課
主
事

おしらせ

ご寄附ありがとうございました「和束町ふるさと応援寄附金基金」へ次のとおりご寄附をいただきました。（平成 27 年３月受付）。
　氏　名　　藁谷　恵子　　住　所　　茨城県つくば市　　寄附金　30,000 円
　氏　名　　匿名希望　　　住　所　　東京都豊島区　　　寄附金　30,000 円　　
　ありがとうございました。お寄せいただいた寄附金は、和束町のまちづくりのため有効に活用させていただきます。。

�



☆閲覧日が貸出日になります
　子どもの読書週間に伴い、通常は閲覧日となっ
　ている５月７日（木）が貸出日になります。
　ぜひご利用ください。

☆『おはなしのじかん』のご案内
　　日　時　5 月 9 日（土） 午後２時頃～
　　場　所　和束町体験交流センター図書室
　幼児や小学生はもちろん、興味のある方は、
　お気軽にお越しください。

和束町体験交流センター図書室より

★ Pick UP ★
　「遠い日の呼び声」

　イギリス児童文学
を代表する作家、ロ
バート・ウェストー
ル。短編の名手とし
て 知 ら れ た ウ ェ ス
ト ー ル の 全 短 編 18
編から選び抜かれた
９編を収めた珠玉の
短編集です。

3 町村のどなたでも借りられます。最寄りの図書室でリクエストして下さい。

図書室の連絡先
笠置町中央公民館図書室………… ☎ 0743-95-2726
和束町体験交流センター図書室… ☎ 0774-78-4013
南山城村図書室…………………… ☎ 0743-93-0522

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
商
品
を
探
し
て
い
た
ら
、
欲
し
か
っ

た
有
名
ブ
ラ
ン
ド
の
商
品
が
格
安
で
販
売
さ
れ
て
い
る
広

告
を
見
つ
け
た
。
ア
ク
セ
ス
し
て
み
た
ら
本
物
の
ブ
ラ
ン

ド
の
直
営
店
と
同
じ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
だ
っ
た
の
で
信
用
し

て
契
約
、
代
金
を
振
り
込
ん
だ
が
商
品
が
届
か
な
か
っ
た
、

偽
物
の
粗
悪
品
が
届
い
た
、
と
い
う
よ
う
な
相
談
が
増
加

し
て
い
ま
す
。
一
見
本
物
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
違
わ
な
い

よ
う
に
見
え
ま
す
が
、
よ
く
見
れ
ば
、
義
務
付
け
ら
れ
て

い
る
事
業
者
の
所
在
地
、
代
表
者
名
、
電
話
番
号
の
表
示

が
な
く
、
事
業
者
へ
の
問
い
合
わ
せ
の
手
段
は
メ
ー
ル
だ

け
と
い
う
不
審
な
要
素
が
何
点
か
見
つ
か
り
ま
し
た
。
特

に
口
座
振
込
の
先
払
い
と
い
う
決
済
は
要
注
意
で
す
。
目

に
見
え
な
い
ネ
ッ
ト
上
の
事
業
者
と
の
契
約
は
価
格
に
惑

わ
さ
れ
ず
十
分
な
注
意
と
確
認
が
必
要
で
す
。

　

毎
年
５
月
は
「
消
費
者
月
間
」
と
し
て
、
全
国
的
に
統

一
テ
ー
マ
を
定
め
、
消
費
者
、
事
業
者
、
行
政
が
一
体
と

な
り
、
消
費
者
問
題
に
関
す
る
啓
発
・
教
育
等
の
事
業
を

集
中
的
に
行
い
ま
す
。

消
費
生
活
の
相
談
や
苦
情
は
お
気
軽
に
相
楽
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
へ　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
72
・
９
９
５
５

相
談
日　

月
～
金（
祝
・
休
日
、年
末
年
始
除
く
）

　
　
　
　

※
相
談
は
無
料　

秘
密
厳
守

相
談
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

住　

所　

木
津
川
市
木
津
上
戸
15　

相
楽
会
館
１
階

　
　
　
　

京
都
府
木
津
総
合
庁
舎
東
隣

　
　
　
　
（
Ｊ
Ｒ
木
津
駅
東
出
口
か
ら
徒
歩
５
分
）

　
　
　
　

※
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
（
年
末
年
始
除
く
）
は

　
　
　
　

☎
０
７
５
・
２
５
７
・
９
０
０
２
へ
（
電
話
の
み
）

全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル

　
　
　
　

☎
０
５
７
０
・
０
６
４
・
３
７
０

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル

　
本
物
そ
っ
く
り
!!

　
偽
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
気
を
付
け
て
!!

☆４月 23 日（木）から５月 12 日（火）
　までは「子どもの読書週間」です。

今月の新着図書
町村別 種　類 タ イ ト ル 著 者 名

笠　置　町

一般書
幕が上がる 平田　オリザ
ソロモンの偽証　第１部 宮部　みゆき
時間はどこで生まれるのか 橋元　淳一郎

児童書

遠い日の呼び声 ロバート・ウェストール
死神うどんカフェ１号店 石川　宏千花
ツリークライミングはぼくの夢　
木のぼりにかけた人生 ジョン・ギャスライト

和　束　町

一般書

フォルトゥナの瞳 百田　尚樹
京都女ひとり旅 たいら　さとこ
ナチュラルアンティーク雑貨のあ
る暮らし 瀧本　真奈美

児童書
とっくんトラックもりへぶぶー いわむら　かずお
みずいろのマフラー くすのき　しげのり
なぞなぞフッフッフー 武田　美穂

南山城村

一般書
満願 米澤　穂信
光の祈り 藤城　清治
鹿の王（上・下） 上橋　菜穂子

児童書
アンパンマンとたからさがし やなせ　たかし
植物世界のサバイバル（1・2） スウィート　ファクトリー
サトミちゃんちの 8男子（5・6） こぐれ　京

図 書 室
　 だ よ り

図書図書
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広
報
　
れ
ん
け
い

2
0
1
5
.5
　
N
o.1
1
0

編
集
・
発
行
　
相
楽
東
部
広
域
連
合

〒
619-1205　

京
都

相
楽

郡
和

束
町

大
字

中
小

字
平

田
23番

地
の

1
TEL：

0774-78-0120　
　

FA
X

：
0774-78-0121

「未来にはばたけ　元気な子！」写真募集！
「広報れんけい」にお子様の写真を掲載しませんか。
対　　象：笠置町・和束町・南山城村在住で、３歳までの幼児。
　　　　　（基準日は申請日とします。）
応募方法：申請用紙にお子様のお名前（ふりがな）、性別、生年月日、町村名、
　　　　　地区名、保護者のお名前、メッセージ（20 字以内）をご記入の上、
　　　　　お子様の写真を添えて相楽東部広域連合総務課までメールでお送
　　　　　りください。
申請用紙は相楽東部広域連合のホームページよりダウンロードしてください。
相楽東部広域連合ホームページ　　http://www.rengou.jp/
掲載は申請日の翌々月の広報紙を予定しております。
※ご提供いただいた写真および個人情報は「広報れんけい」以外の目的には使用
　いたしません。
　問合せ　相楽東部広域連合総務課
　☎０７７４－７８－０１２０　　e-mail  rengou-soumu@rengou.jp

● 　笠　置　町　●
人　口　1,501 人 　（−14）
世帯数　　669世帯（−1）

　〒619-1303　京都府相楽郡
笠置町大字笠置小字西通90-1
TEL：0743-95-2301
FAX：0743-95-2961
http://www.town.kasagi.lg.jp/

● 　和　束　町　●
人　口　4,328 人 　（−14）
世帯数　1,748 世帯（−2）

　〒619-1212　京都府相楽郡
和束町大字釜塚小字生水14-2
TEL：0774-78-3001
FAX：0774-78-2799
http://www.town.wazuka.lg.jp/

● 　南山城村　●
人　口　2,941 人　（−9）
世帯数　1,244 世帯（−2）

　〒619-1411　京都府相楽郡
南山城村大字北大河原小字久保14-1
TEL：0743-93-0101
FAX：0743-93-3030
http://www.vill.minamiyamashiro.lg.jp/

人口・世帯数（平成27年 4月 1日現在）３ 町 村 人 口

笠置町・和束町・南山城村、３町村をつなぐ広報紙

　原
はら

田
だ

　愛
み

央
お

ちゃん
　和束町
　平成 26 年 7 月 7 日生まれ
　４人兄妹の４番目です。お兄
ちゃんやお姉ちゃんに負けないぐ
らいやんちゃです。

未来にはばたけ　元気な子！

　８月３日（月）より、笠置町・和束町・南山城村で小型家電リサイクルを開始します。
　携帯電話やデジカメ等の小型家電製品には、鉄、銅、レアメタル等の有用な金属が含まれています。
これらの貴重な資源を有効に活用するため、ぜひご協力ください。

回収ボックスの設置場所：笠置町・和束町・南山城村の各役場等
回収する小型家電：デジカメ、携帯電話、ノートパソコン、電卓、ヘアードライヤー等の小型家電。
　※回収ボックスの投入口（35cm × 20cm）に入る大きさのもの。

　　詳しくは、広報れんけい６月号等でお知らせします。

　可燃ごみの出し方について
　　◦生ごみは十分に水を切ってください。　◦紙おむつは汚物を取り除いてください。
　　◦プラスチック製品や危険品等は入れないでください。
　ごみの分別、生ごみの水切りを徹底していただくことで、ごみの減量やごみ処理費用の節約につながります。
　ご協力をお願いします。

お詫びと訂正　　　広報れんけい４月号 16 頁の編集・発行元が相楽郡広域連合となっておりました。
　　　　　　　　　正しくは相楽東部広域連合です。ご迷惑をお掛けしましたことを深くお詫び申し上げます。

小型家電リサイクルを始めます！

相楽東部クリーンセンターからお知らせ

環境環境
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